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RX-8025の制御 

 
１．RTCの初期化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

aCtrReg={0x23, 0x20} 
※VDET=0, PON=0,XST=1 

DefDate={19,1,1,12,0,0} 
aAlmReg={0x00,0x00,0x00,0x00,0x00} 

注：bIntFlag_Aはグローバル
変数です。 

Init_RTC 

コントロールレジスタ２読み込み 
Read1_IIC(0xF0, &byData) 

byData内の 
VDET,XST,PONビットをチェック 

VDET = 1 

コントロールレジスタ１，２設定 
WriteP_IIC(0xE0, 2, aCtrReg) 

FALSE 

デフォルト日時設定 
SetTime_RTC(DefDate) 

FALSE 

アラームＷ，Ｄの無効を設定 
WriteP_IIC(0x80, 5, aAlmReg) 

FALSE 

１秒フラグセット 
bIntFlag_A = TRUE 

IRQ0割り込みイネーブル 
IRQ1割り込みイネーブル 

引数：なし 

YES 

YES 

YES 

YES 

TRUEで戻る FALSEで戻る 

IRQ0割り込み禁止 
IRQ1割り込み禁止 

FALSE 

PON = 1 

XST = 1 

YES 

YES 

YES 

注：マイコンの IRQ0,IRQ1設
定は別途必要です。 



２ 
 

２．IRQ0割り込み処理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．IRQ1割り込み処理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．RTCにバイナリで日時を設定する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SetTime_RTC 引数：pbyDtime = YYMMDD-hhmmssの順 
（各バイナリ） 

pbyDtimeの日時をBCDに変換して並び替
える 
abyBuff[ ] = ssmmhhDDwwMMYYの順 

曜日を計算してセット 
abyBuff[4] = 計算した曜日 

日付・時刻設定 
WriteP_IIC(0x00, 7, abyBuff) 

コントロールレジスタ２設定 
Write1_IIC(0xF0, &byData) 

戻る 

byStop =0x20 
byStart=0x00 
 

Int_IRQ0 

戻る 

１秒フラグセット 
bIntFlag_A= TRUE 

Int_IRQ1 

戻る 

アラームWフラグセット 
bIntFlag_B= TRUE 

コントロールレジスタ２読み込み 
Read1_IIC(0xF0, &byData) 

FALSE 
YES 

VDETフラグを'0'にする 
byData &= 0xBF; 

注：レベル検知の場合、IRQ0のマスク操作
が必要です。 

注：レベル検知の場合、IRQ1のマスク操作
が必要です。 
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５．RTCから日時を読み出す 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．現在日時を得る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７．アラームW設定「時分」を読み出す 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ReadBCDTime_RTC 引数：pbyDtime = 日時を格納するアドレス 
WW-YYMMDD-hhmmssの順に格納（各BCD） 

abyBuffの日時を逆順に並び替える 
(pbyDtime)=wwYYMMDDhhmmssの順 

日時読み出し 
ReadP_IIC(0x00, 7, abyBuff) 

FALSE 

TRUEで戻る FALSEで戻る 

YES 

GetDTbyte 

戻る 

引数：pDtime = 日時格納アドレス 
WW-YYMMDD-hhmmssの順に格納（各バイナリ） 

FALSE 

RTCから日時読み込み 
ReadBCDTime_RTC(abyDtime) 

(abyDtime)をバイナリに変換する 
(pDTime) = バイナリ日時 

YES 

GetAlarmTime(pbyHour) 

戻る 

引数：pbyHour =アラーム設定「時分」を格納するアドレス 

FALSE 

アラーム設定読み出し 
ReadP_IIC(0x80, 3, abyBuff) 

(abyBuff)の時分を取り出しバイナリに変
換する 
(pbyHour)    = バイナリの時 
(pbyHour+1) = バイナリの分 

YES 
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８．アラームW設定「時分」を設定する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

PutAlarmTime 引数：bEnable =  TRUEでアラーム割り込みを許可 
pbyHour = アラーム設定「時分」のアドレス 

※「時分」はバイナリ． 
(abyBuff)に'時分をBCDでセットする 
abyBuff[0] = (pbyHour+1)をBCDに 

変換（分） 
abyBuff[1] = (pbyHour)をBCDに 

変換（時） 
abyBuff[2] = 0x7F（全曜日指定） 

コントロールレジスタ１，２を読み込む 
ReadP_IIC(0xE0, 2, &abyCTR[0]) 

FALSE 

アラームW設定書き込み 
WriteP_IIC(0x80, 3, &abyBuff[0]) 

WAFGビットを'0'にする 
abyCTRL[1] &= 0xFD 

bEnable == FALSE 

WALEビットを'1'にする 
abyCTRL[0] |= 0x80 

コントロールレジスタ２を書き込む 
Write1_IIC(0xE0, &abyCTR[0]) 

戻る 

YES 

YES 

一時WALEビットを'0'にする 
abyCTRL[0] &= 0x7F 

コントロールレジスタ１を書き込む 
Write1_IIC(0xE0, &abyCTR[0]) 

コントロールレジスタ２を書き込む 
Write1_IIC(0xF0, &abyCTR[1]) 
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９．アラームW割り込みの許可・禁止状態を読み込む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０．アラームW割り込みの許可・禁止を書き込み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

GetAlarmInt 引数：なし 

コントロールレジスタ１を読み込む 
Read1_IIC(0xE0, &byCTR1) 

FALSE 
YES 

TRUEで戻る 

WALEビットを取り出す 
(byCTR1 & 0x80) == 0？ 

YES 

FALSEで戻る 

許可状態 禁止状態 

引数：bEnable =TRUEでアラーム割り込み許可 SetAlarmInt 

コントロールレジスタ１を読み込む 
Read1_IIC(0xE0, &byCTR1) 

FALSE 

bEnable != FALSE 

YES 

TRUEで戻る 

WALEビットを'0'にする 
byCTR1 &= 0x7F 

WALEビットを'1'にする 
byCTR1 |= 0x80 

コントロールレジスタ１を書き込む 
Write1_IIC(0xE0, &byCTR1) 

FALSE 

FALSEで戻る 

YES 

YES 
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１１．割り込み発生フラグを読み込む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

GetRTCIntFlag( ) 引数：なし 

コントロールレジスタ１，２を読み込む 
ReadP_IIC(0xE0, 2, &abyCTR[0]) 

FALSE 

アラームＷ発生フラグを'0'にする 
byWrk = abyCTRL[1] & 0xF9 

コントロールレジスタ２を書き込む 
Write1_IIC(0xF0, &byWrk) 

(abyCTRL[0] & 0x07) == 0 ? 

byWrkで戻る 

0x00で戻る 

YES 

戻値：b0= CT20（周期割り込み有効） 
b1= WALE（アラーム割り込み有効） 
b2= CTFG（周期割り込みあり） 
b3= WAFG（アラーム割り込みあり） 

byWrk |= 0x01 

YES 

byWrk = 0 

(abyCTRL[0] & 0x80) == 0 ? 

byWrk |= 0x02 

YES 

(abyCTRL[1] & 0x04) != 0 ? 

byWrk |= 0x04 

YES 

(abyCTRL[1] & 0x02) != 0 ? 

byWrk |= 0x08 

YES 



７ 
 

 
１２．１秒フラグ・アラームWフラグを読み込む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１秒フラグ，アラームWフラグ読み込み 
bFlag = bIntFlag_A | bIntFlag_B 

ChkSecIntFlg( ) 

bFlagで戻る 

割り込みマスク 

引数：なし 

割り込みマスク復帰 

１秒フラグ，アラームWフラグクリア 
bIntFlag_A = FALSE 
bIntFlag_B = FALSE 

注：IRQ0,IRQ1がレベル検知の場合、
マスク解除操作が必要です。 


